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言語文化に関する考察
──
 政策は言葉の理解から
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またか──
　
と叫ばずにはいられなかった。それは交通事故であっ
た。人身事故を起こした運転手は、自ら重傷を負いながら「寝ちゃった」と居眠り運転 認める話をしたという。そして、群馬県警は「自動車運転過失死傷容疑」で逮捕状 請求した、などと報じられていた（二〇一二年〈平成二四年〉四月三〇日〈月曜日〉付け「読売新聞」より） 。死者七名、重軽傷者三八名という甚大、かつ悲惨な事故だけに記憶に残り、その後の推移について関心を寄せている。新聞やテレビは、 「言葉」を用いて報道する。これまで視聴した「情報」をもとに、浅学にして管見ながら「言葉」についてこだわり一考をものし、大方の叱正を仰ぎたい。　
事故を起こした運転手は、 「疲れていて居眠りをしていた」などと
いう供述から直ち 「過労」を想起した。そこで当日の運転に至り、事故を起こすまでの睡眠や休憩の時間と回数や、運行計画、日程、行程、経路などの詳細な捜査、検証はもとよ 管理監督者や使用者、
及び関係者からの事情聴取が行われているとのことである。一連の経過や結果は、日増しに明らかになり、厳正に対処されるに違いない。　
そこで聞きつけたのが 「六七〇㎞」 という数字である。この 「六七〇
㎞」という数字はツアーバスなど、ひとりの運転手が担当し続けてもよいという上限の「距離である」として国土交通省が示した指針だいう。この「六七〇㎞」という距離ついては、 同業の運転手をはじめ、総務省などから妥当なのかどうか疑問視され おり、過去の事故を教訓にして「見直すべし」と 声が上がっていた かで今回の事故 発生したということである。　
私は門外漢ながら、この「六七〇㎞」という数字、または距離が、
どのような根拠 基づいて算出され、ど ような手順や手続きを経て「指針」という「政策」に至ったのかと、 興味関心を抱いた次第である。これは他と同様に、恐らく「国土交通省」という官庁や役所が自 決めたので なく、○○諮問委員会、△△審議会、□□部会、 どと名づけられた会合に専門家、学識経験者など 称される人々が集まり、
『地域政策研究』（高崎経済大学地域政策学会）　第 15 巻　第４号　2013年３月　133頁〜 150頁
一、はじめに│──
 「関係の総和」のなかで
（注１
（
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「議論」 「検討」 「審議」を重ねての結論であり、その「結論」を受け、事によっては国会を経て所轄所管の「国土交通省」なる名のもとにて公布し、施行されて来た「政策」であり 指針」であろう。だから、何事においても○○諮問委員会や△△審議会、□□部会の委員や、所轄所管にあたる省庁の担当者などに責任の一端はないのかと問いたいのである。　
例えば、 「○○省によれば〜」 「△△審議会では〜」をはじめ、 「今
朝のＮＨＫによ と〜」 「今回 事故に対して東京電力で 〜」 「昨日、日銀が〜」などという言い方や報道をよく聞くが、その組織や機関名称、施設、建物などが話したり報じたりすることは、決してないのだということを承知している。組織や機関、名称は、分掌分担に伴う職務や職責を負った人によって構成、 組織され機能しているのだから、諮問委員会や審議会、分科会の各委員はもとより 組織内部署の担当者と言えども、関わり合 て施行された「政策」にも「指針」にも責任の一端があるのではないか 思うのだが うだろう。なぜならば、人は淡泊な人間関係に限らず、何事においても多様な人 の関わり合いによって生み出され、その物事と関わり合い ら等しく責任をもって生存し いるからである。ましてや、 国事 「指針」や「政策」について「議論」 「検討」 「審議」に同席した委員も、家族はもとより地域社会の人と関わり合 が 生存しているのだから、そ 職務には他の人以上に責任があると うこと り、私たちも関わり合いながら、お互い 責任をもって生存しているということである。
　
責任──
　
不祥事が発覚したり発生したりすると、原因になった当
事者はもとより組織内の上司や関係者までもが、管理監督の不行届きの責任を問われた 、引責辞任に至る様子を視聴したりするたびに、諮問委員会や審議会、部会など 委員はもとより、所轄所 の機関や組織の担当者においての「責任」はどのようなものなのかなと思い、人との関わり合いのなかにおける「責任」という言葉の意味について熟考を要する ではないかと、自らの反省を込めて問いかけずにはいられないのであ 。　　
二
 、文字化された日本語
　　 　　　
  ──〝漢語〟というタテマエ
　「責任」は漢語（一般的に音読みの漢字）であり和語（日本語）ではない。こうした「責任」を「予知」してか、日本地震学会は「地震予知」と う言葉を、 「実用化は困難」だから見直すとし 、次のように報じられていた。その全文を掲げたい （二〇一二年 〈平成二四年〉一〇月一八日〈木曜日〉付け 読売新聞」より）　　
東日本大震災予測をできなかった反省を踏まえ、 日本地震学会は、
「地震予知」に対する取り組みの見直しなどを盛り込んだ行動計画案をまとめた。一七日に北海道函館市で開かれた同学会で明らかにした。
　
　
計画案では、地震予知について「現代の地震学では非常に困難」
と指摘。同学会には、地震予知の考え方や課題を検討する「地震予
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知検討委員会」があるが、 「 『予知』という言葉を使うと、実用化につながる、と誤解を招く恐れがある。 」 （学会長の加藤照之・東京大学教授）として、同委員会の名称や活動内容を見直す。
　
　
一方で、基礎研究は継続し、研究の現状を社会に丁寧に説明する
としている。また、南海トラフ巨大地震の被害想定など国の事業についても積極的に議論し、他学会との連携も強化。今後約一年間、学会で議論 、行動計画をまとめる。
　
とのこと ある。 「地震予知」を見直す機会になったという「東日
本大震災」までに、気象庁はじめ、 「地震予知連絡会」や「地震予知検討委員会」による「予測」 「予知」に関する「発表」や「談話」を何度聞いたことであろう。 「予測できなかった反省を踏まえ とあるが、これまで「予測できる」として最新の機器を用い、 多くのデーター（資料）に基づいて解折を施し、 「議論」を重ねてきた 違いない。それでも「予測」し「予知」 なかったのだから、恐らく最新で超高品質の機器に加え、超高性能のコンピューターがあれば、必ず「予測」や「予知」が可能だったという定向進歩観、機械（機器）依存症 伴う強迫観念を支え 、固執 てきた結果であり所産であろう。これはまた自虐的な陥穽に他ならないのである。そして大震災は、自然の生態を侮り傲慢な 測 や「予知」を警告し、大地の痛み 耐えかねての逆襲だったのではなかろうか。　
それでも専門家や学識経験者、学者と称される人々は、科学がもっ
と進歩し 、 「最新で、超多機能 超高性能の機器や、超高性能 コ
ンピューターさえあれば、必ず予測や予知ができたのに」と進歩観を口実にし、機器の不備を咎めることが多い
（注２
（。これまで、確かに最新
の機器や機械 器具によって「予測」や「予知」も含め、不治と言われていた病をなくし、不可能と思われていたもの事を生み出し、豊かさを享受し、 便利 生活に甘んじているのだから、 最新の機器（機械、器具）さえあれば何事も可能であろう 、専門家以上に多くの人々が期待を抱くのも無理からぬのである。だが、日常的な進歩観と一線を画してもの事を見極め、批評するのが専門家や学識経験者、学者、研究者などと呼ばれる所以であり使命な ではなかろうか。　
私たちは日常生活に於ける進歩や発展、便利、豊かさ、そして高性
能、高品質、多機能などとともに、予測、予知、予報、予備 予告、予言、予見、予示、予習、予防、予後、予算、予断 予定、予期、予感、 研 行などの漢語を含め、言葉の意味についてしっかりと理解することによって「誤解を招く恐れ」を少なくし、学識経験者や専門家、学者と称される人の言動に迎合する必要が ということである。例えば、 『専門家の予測はサル も劣る』 （ダン・ガードナー著、川添節子訳、飛鳥新社）のなかで、　
　
物理学者でノーベル賞も受賞した、ディビィット・グロスが好ん
で話したという「科学の最も重要な産物は知識である。しかし、知識の最も重要な産物は無知である。 」ことを自覚すべきだと思う（六三ページ。 「第二章
　
予測できない世界──
　『蝶の羽ばたき』
が未来予測を吹き飛ばす」より） 。
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と紹介していた。 「予測」や「予想」 「予報」 「予習」 「予防」などの
難しさを痛感しているだけに、思わず「我が意を得たり」と膝を叩いたのだが、どうだろう。　
さらには 「検討する」 「議論する」 などの意味についてもよく 「検討」
したり「議論」 たりして理解を深めないと、言葉を用いて政策を立案し、具現を促す説得力が生まれな 。話題 なった「近いうち
（注３
（」や
「間もなく」 「そろそろ」などという言葉だけが先行し、確かな意味が伴わなければ 何事も「絵に描いた餅」 （画餅）に り、絵空事として不信や誤解を招い 、反省を求められたり見直しを迫られたり、また、それらをしなければならなくなるとともに「はっきりしろ」と追求されたりすること必定なのである。 「検討する」 「議論する」 そして「近いうち」 「間もなく」などについても「近いうち」に「検討する」と言いながら、多数の死傷者や犠牲者が生じてから「反省」し「見直し」ても取り返しがつかないのである。 の死傷者や犠牲者は、大震災とは異なり 葉によって騙され傷つき、苦しめられるとい 精神的な苦痛や不安 どの被害もあ 得 ということである。言葉によって「議論」し「検討」された、やはり言葉によって具体的に創出された法律や制度、政策に基づいて行動を促されたり規制されたりして、言葉の影響が身近に及ぶということを認識しなけ ばなら いのである。そこで、例えば「議論」以上の「熟議」という つも「検討」してみ い。　「熟議」の意味はと、 『新村出編
　
広辞苑
　
第四版』 （岩波書店）を
開いてみた。そこには「よくよく評議すること」 （一二二八ページ）と一行だけ書いてあった。これでは「議論」や「検討」を重ね、 「熟議」した結果だとは思われない。たまたま「新訳語事情」 （二〇一 年〈平成二四年〉 〇月二二日〈月曜日〉付け「読売新聞 より）というシリーズのなかで、 「
deliberation 熟議」 「前向きな覚悟が必要」という
見出しを掲げ、苅部直
ただし
（東京大学教授・日本政治思想史）の説明に
教えられたので、その一部を引用したい。　
　
最近、 政治の現場で「熟議」という言葉をよく聞くようになった。
二年前の一〇月、当時の菅直人首相が国会での所信表明演説で、議論を深める「熟議の国会」 実践を提案している。また文部科学省のウェブサイトには、多くの人が政策提言を投稿できる「熟議カケアイ」なるサイトがあるし、さきごろ話題になった、原子力発電をめぐる「討論型世論調査」の 討論」も、 「熟議」と同じdeliberation の訳語である。
　
　
実はこの言葉、政治哲学の学問分野における最新の概念が日本の
政治過程に普及した、珍しい例である。一九九〇年代から、選挙における投票や利益集団による陳情活動ではなく、市民どうし対等に議論しあう過程を強調する「熟議民主主義（
deliberation
dem
ocracy ） 」が英語圏で盛んに論じられるようになった。その
deliberation という言葉の訳語である「熟議」が、学界の外にまで
広まったのである。 （中略）
　
　
たぶん、議論を「熟させる」という前向きな覚悟が、討議に加わ
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る一人一人に必要なのだろう。それを失ったとき、 「熟議」は単なる話し合いに堕してしまうのである。これを上っ面だけの流行語に終わらせないためには、参加する市民のはっきりした自覚が求められている。
　
またし も教えられたのだが、言葉の真意を理解し、用いることの
難しさを痛感しないではいられない。だから、時の総理大臣のように新奇を衒
てら
い安易に用いるべきではないということである。 「熟議」も
なされないままに「責任」を問われるかのように退陣を余儀なくされたのだから、各種の委員会や審議会の委員とて、言葉の意味について吟味し、慎重に用 ることも職責に含まれている だという「前向きな覚悟」や自覚が不可欠な である。　
これまでの説明に採り上げた「検討」 「審議」 「議論」 「責任」をは
じめ、進歩、発展、便利、科学、予測、予知などから「熟議」に至るまでに共通しているのは いずれも「漢語」だということであ
（注４
（。 「漢
語」は音読み（別名 中国読み）なので 使用頻度の低い「漢語」ほど聴覚的識別が困難だ（耳で聞いて意味を理解するのが難し ）とう特徴がある。けれども漢字は表意文字なので書けば分かりやす という特徴もある。それ以上に を用いながら書き表 て来たという日本の歴史があり習慣がある。これは他国で創られた外国語に等しい漢字、 及び漢語という文字（及び語彙）に依存し、 「タテマエ（建て前） 」として用いられる、心理的な機能や効用 ついても見逃しては らい。つまり、 語（大和言葉）を文字化しながら漢字、ある 漢
語の意味が分からなくとも 「見せるための文字」 として使うという 「タテマエ」に導かれて理解し難くなり、 「誤解」が生まれやすいということである。
三、強いられた言語政策を顧みて
　
再び「六七〇㎞」という数字（距離）について考えてみたい。ただ
し、私にはこの数字（距離）がどのようにして算出されたのか分からない。算出 当たった委員や担当者は、自らの「責任」を含めて「六七〇㎞」という数字（距離）だと思うのだが、 事故が生じても、 「国土交通省」をはじめ、関わった○○諮問委員会、△△審議会、□□部会などの「責任」だとして追及されたという報道はない。そこで私は考えたのだが、 その「責任」が「省」をはじめ、 「委員会」 「審議会」 「部会」などを構成する「人 や「委員」にまで及ばないとすれば、 「無責任」に りやすい ではないか 、失礼も顧みずに不信を抱いてしまったのだがどうだろうか。各省庁の諮問委員会や審議会、部会などの構成や組織は、 公正な民主主義の名のもとで創出、 設置されるので、その組織や機関に責任をもたせ、構成する人（委員）についてま は問わない であろう。それは構成 る人の責任を問わずに、組織の温存を図って来たということなのでは かろうか。民主主義と デモクラシーと呼ばれ、 「みんなで（
dem
o ）制度や法律を決める（
cracy ） 」
という主権在民に基づく政治理念 して行政哲学 根本だと教えられて来たのだが、果たし その通りになっているだろうか。
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むしろ、今日の民主主義は、主権在民と謳われながらも投票率の低
下、そして政治思想の空洞化、行政哲学の低俗化、大衆迎合主義（ポピュリズム）の流布、政策内容の劣化、御為ごかしに用いる言葉の氾濫などを来たし、社会悪や必要悪の発生や蔓延の誘因、かつ助長するような状況に陥っているのではないかと言っては言い過ぎであろうか。例えば「六七〇㎞」という数字（距離）や耐震強度、津波の接岸時間、 高さの予想なども「議論」を重ね、 「科学的にして合理的な根拠」に基づいて算出され、結論づけられたものに違いないのだが、それでも地震や事故が発生し被害を受けるのはど してなのだろうか。その原因や根拠を伺 たいのである。　
そこで、 「指針」だという数字（距離）が、 雇用関係もあろうが「疲
れ」や「居眠り」を誘発し 人身事故の原因になった ではないか。また、なり得る要因だったのではないかという根拠や疑念を払拭できずに、捜査や事情聴取、裁判などに関する一連の報道に傾注し、交わされる言葉に関心を寄せている。人は関わり合い がら生存 も事は社会的な要求のもとに存在す 交通事故に限ら 事件や犯罪など、 社会悪の拡散を危惧す のである。だから事故や犯罪の原因は、その本人ひとりに帰することができないのでは と言いたい である。その原因 「社会」との 係に誘発され、社会を構成して る私にも「責任」の一端があるのではないかということである。犯罪が頻発したり いじめ」が多発してい
（注５
（ということは、 それだけ「社会」
が混迷し、劣化に伴い国力 低下 というこ である。国力と
は、かつてのような武器弾薬や軍艦などの軍備ではなく、信用や信頼関係、安心、安全、清潔、美味しい食べ物、健康な人々などに恵まれ、美しい景観に囲まれているという環境などのことである。だから学識経験者や学者 専門家と称され○○委員会 △△会の「委員」に委嘱されたり、 「熟議」に参加したりする人々は、国づくり ための政策に心血を注ぎ 政策に関する「言葉」を吟味しながら「議論」 「検討」を重ね、 「熟議」のうえに結論を引き出し、 「責任」をもって提言しければならないということである。　
私たちは多くの人々や物事と関わり合い、社会的に繋がっていると
いうことである。平成二三年三月一一日に発生した大震災、その後の大津波や原発事故、放射能汚染による大災害以降、 「がんばろう東北のもとに、 「つながりが大切だ」 「支え合っていこう」 「絆だ」などという提言を盛んに見たり聞いたりするようになったが 重大な人身事故を起こした運転手も社会と繋 り、支えられ、絆のもとで生き 来たに違いない。運転手を逮捕して取り調べ、その原因を追及するだろうが、繋がり合って社会を形成しているのだから、原発事故を含めて「社会」や「政策」のなかにも原因が潜んでいるということを忘れてはならない。それでも事故 遠因 なったかもしれない「六七〇㎞」の数字（距離）や原発の設置を「妥当だ」と結論づけ 「委員会」や、追認し「指針」とした「国土交通省」や「政府」 、 「国会」を逮捕することはないだろう。今回の交通事故や震災に限らず、違法建築、不法投棄、詐欺、万引き、などの犯罪や暴力、自殺 過労死 うつ病など
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から放射能汚染にしろ瓦礫（このなかには大切な思い出の品や貴重品なども含まれているであ うが）の処理、産業廃棄物の大量化、公害と呼ばれて来た大気や河川の汚染、これらの処理をめぐる争 などを知り、窮地に陥っている現状のなかで 口先だけで助け合いを叫ぶ風潮や無関心を装う社会悪の蔓延を危惧し、 「愚民社会
（注６
」の払拭を希求
するゆえに、その要因を追及し防止や改善について考えないではいられない。　
必要悪を許容し、社会悪の蔓延を来しているのは、定住しながら安
定した狩猟採集と消費、物の再生産に依存 た生活を維持するための浅知恵や悪癖、悪習に伴う苦肉 作為であり、食糧や衣料、住宅（衣食住）をはじめ、燃料や道具などの再生産を余儀なくされる暮らしの必然的な結果であると思う
（注７
（。如何なる体制や制度、組織も変化の過
程であり、適正や適性の是非、定着に至る可否が問われる施行に過ぎないということである。すべては定住生活の受容に始まり、維持や継承のために捻出された事象であり 試行の途上にして過程の無常であり非業である。だから 定住生活を始めた人類の、 種々 挑戦や試案試行の一つが「近代化」という思潮なのである。従って 人類史上「近代化」に伴う誤解から「想定外」の弊害や歪曲、矛盾などが生じるも無理からぬ である。ましてや、日本の「近代化一四〇年」は 欧米諸国の外圧に屈し模倣の一途を辿り 化に努めて来 「擬
もど
き文
化」であり風潮だということ つま 「近代化」 い 言葉の意味を知らない人々が、 欧米諸国を見本にして「追いつけ追い越せ」
とばかりに躍起となり、 「近代化擬き」を推進して来たのだから、かの大英帝国と同じように国の内外に誇示するために〝戦争〟を繰り返し、軍需産業の拡大に伴 〝公害〟を大量に発生させ、国策を担ってきた政商や御用学者が無責任な発言や 経済活動」を黙認して来たとしても不思議なこ ではない。言葉の意味や活動はもとより、どのような結果を生み出すものか「予想」や「予知」ができないのだから文明国に 先進国だという欧米諸国の上辺だけを見本にした強迫観念を肥大させ、自虐的に迎合や追従、具現化に努め、無理強いにより多くの犠牲者を生み出して来た ことである。　
今や一九四五年（昭和二〇年）の敗戦を機に、明治維新からの「近
代化」を反省し、新憲法のもとで「第二次近代化」を展開して七〇年に及ぶ月日 重ねて来た。幸いにして第一次近代化（明治維新以降）によって強いられた「戦死者」や「戦傷者」 その他のような犠牲者を生み出さなかったものの、 「近代的な」機械や機器、 器具を用い、 「科学的」で「合理的」な構造や仕組み、組織、職種などの かで生じる「想定外」の事件や事故、犯罪などに加え、労働災害、単身赴任、生産や消費に伴う公害、食品や薬物の服用に伴う被害 他殺を含めた事故死や産業死、過労死などの不慮の死、外因 よる病死に加えての自殺者などの「死者」を累計すれば、第一次近代化 「戦死者」に迫るほどの犠牲者数なのではなかろうか。加えて「エネルギー革命」と称す 化石燃料 大量使用、 化（科）学製品の大量生産と大量消費、大量廃棄に伴う環境汚染や破壊などの副作用が拡大し、 物多様性」
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の衰退や劣化など深刻な事態を承知しながら、その責任を先送りしているという現実を見逃すわけにはいかない。これらの現実を生み出して来た無責任の蔓延は、 「近代化」はもとより民主主義、 そして「自由 ・平等・博愛」 真意についての 検討」 「議論」 「理解」することもなく「教育」を施して来た日本 の象徴であり、民主的な 擬き 教育の成果であると批評 は不遜であろうか。それで て 「文部科学省」は責任をとらない。その官庁に勤め、部署を構成（所属）する官僚や高官と呼ばれる人も、通勤す 社会人であり地域社会の一員である。その日の退庁後に立ち寄 居酒屋では一介のお客さんであり、帰宅した家庭 〝 僚〟や〝高官〟でもなかろう。だから、人は誰でも通勤の電車内で、立ち寄る居酒屋 、家庭のなかで、いずれも人 介し、ものを通して関わり合っているという事実に思いを致せば、職務を果たすことと同じように関わり合 伴う社会的 責任があり、分担し合って生存しているのだということを忘れてはなら い で る。　
戦後七〇年、民主主義の真意についての「熟議」を提唱したい。今
日の現実は「近代化一四〇年」の帰結であり、教育の成果であう見解を述べたのだがどうだろう。これま の「民主主義」は、他の習慣や風習と同じように 〝タテマエ〟 として 言葉遣いであり 「自由 ・平等・博愛」に魅せられ、 「馬子にも衣裳」 通り着飾って来たとうことである。主義 ホンネは別であり、異なるという面従腹背 いう処世術や経験に覚えがあろう。 「是非買いたいの すが、一応考えてみます」 「大変ありがたいのですが、もう少し時間をください」な
どという話法や言語習慣と同様で、 ホンネ（本音）は「買いたくない」「ありがたくない」のだが、婉曲的（遠回し）に断っているのである。だから理想 しての民主主義である「自由・平等・博愛」にとどまらず、何 につけてもタテマエ（建て前）を掲げて逃避するという日本社会の歴史や言語習慣を考慮しなければ民主主義はもとより、検討も議論も、審議も熟議も、ま や自由平等だ、博愛だ、哲学だ、教育だ、人権だ 近代化だ、個性の尊重だ、などという漢語 名目を掲げ、目新しさで好奇心を刺激して 理解されず、 「議論」 「検討」 「熟議」したはずの政策を施しても、 「喉元過ぎ ば熱さを忘れる」ので実効は遠のき、責任は先送りされるという共感覚的な伝統の必然 。だから、政策の立案や施策の具現には、辞書に記載されない「言語文化」という無意識な習慣 、言葉の歴史的にして含蓄に富む社会的な真意を理解することが先決であり不可欠なのである。　
例えば、学校はギリシャ語の「スコレイ」から派生した
school の翻
訳語と言われ、 「閑
かんか
暇」という意味をもち、遊び場でもある。それで
いて遊び場とはほど遠く、 高等にして高尚な「教育」の場と化し 「自由・平等・博愛」や「個性の尊重」を目標に掲げながら、進歩的な新製品だと う機械操作の訓練校や教習所となり、資格や免許 授与機関になった。 「学問の自由」を保障した「学問」も「自由」ない。だから、近代的な産業や多種多様な職種に適合した人材の育成こそ 近代合理主義の真髄とばかりに、労働 効率化に必要な個別化や差異化を促し、生産性 向上に寄与して来たのである。だから「 性」より
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も協調性を重視する功利的な要求が、教育の目標であり猶予の場として存在し、 夢想する「近代的な社会」を担って来たのである。この「近代的」にして民主主義の秘鑰である「自由・平等・博愛」や「個性の尊重」を掲げる学校教育のもとで、学級崩壊や学力低下が叫ばれ、い、
じめが多発し、 自殺に追い込まれていくという悲劇を聞くにつけて、
行政や政策、まし 法律や学校教育などでは救済も解決も果たし得ないほどの自己中心的な大衆迎合主義という社会的な風潮の蔓延を来すのも無理からぬのである。この社会的な風潮こそが多種多様な外来語（漢語を含めた外国語）の意味を理解することなく多用し、虚栄心に満ちた「御為ごかし」の心と物の創出に、限り く掻き立てられて来た「近代化」 所産であり馴れの果てであ 。今や「近代化」一四〇年余りのツケに追われ、窮地に陥ってしまったということであ 。だから、このツ
、
ケを払拭するためにも政策の立案や制度の見直し、学校
教育の改革などに関わる 検討」や「議論」 「審議 を重ね 熟議」の果ての結論に基づき、 新たな「指針」を公布するために 日本語（和語、大和言葉）はもとより 漢語（一般的には音読みの漢字） 含めた外来語、または外国語（欧米語も）の意味を理解することが先決して不可欠であり、急務なのだということを重ねて言いたい。
四、言語文化のなかの「言語」を質
ただ
す
　
言語や文化、政策などの単語（語彙、熟語）は日本語ではない。用
いられている漢字という文字そのものが日本語ではないのだから 二
文字を合わせて熟語化した漢語であり外来語である。漢字は中国で創られた表意文字である。日本では真名と称し、その漢字に備えられている中国読み（音読み）の漢字を漢語と呼んでいる。日本で造語（熟語化）にあたり、漢字のもつ意味を考慮しながら熟語化を図ってきたものの、真名のもつ意味や 方と異なる場合もあり、中国にはない熟語 ある。二字熟語の読み方として湯
ゆ
桶とう
読み（湯が訓読み、桶が音
読み）や重
じゅうばこ
箱読み（重が音読み、箱が訓読み）があり、それに正訓
読み（二字と 訓読み と正音読み（二字とも音読み）という呼び方が加えられる。　
仮名文字（国字、 または和字という。平仮名、 片仮名）は、 漢字（日
本でいう真名） をもとに日本で創造され 。漢字の中国読み （音読み、漢語）に対して日本読み（訓読み）を添えて用いれば和語（大和言葉、日本語という意味）と名づけて区別している。例えば、 「
ぶんめい
明」は漢
字の音読みなの 漢語であり、 「文
ふみづくえ
机」や「明
あか
るい」と訓読みすれば
和語と呼ばれる。同じ 字 ながら「音訓」によ 読み方の違いがあるという事情 （特徴） を承知しな れば読み誤りを起こしやすい。その音訓も一 （一語）につき、それぞれ一種類ならば分かりやすいのだが、漢字によっては二種類、三種類もあるのだから難しい 例ば、 「行」は旅
りょこう
行、行
ぎょうしょ
書、行
あんどん
燈と読む。 「上」は「うえ、かみ、のぼる、
あがる あげる」と読み、さらに熟 なると「上
うわて
手投げ」と読み、
音読みでは「上
じょうず
手」とも読む。さらには漢字を組み合わせ、新たに日
本で創った漢字 いや国字（和字）と呼ばれる文字もあるのだから覚
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えたり理解したりする苦労は絶えない。例えば、峠や裃、笹、辻、榊などであ 、当然のことながら日本読み（訓読み）しかない（文字に関しては、画数の多い繁体字の一部を省略したのが簡体字と言 簡体化に伴う字体の問題もあるが、 ここでは指摘にとどめたい。例えば、「渡邊」 「齋藤」を「渡辺」や「斎藤」 「斉藤」にし、 「理窟」を「理屈」 、「體」を「体」に簡体化。表意文字である漢字の字体を変えれば、備えられていた意味を損なうのではないかという本質に関わる問題ついて憂慮しているのだがどうだろう） 。　
また、海
あま
女や海
のり
苔、山
だし
車、雪
ぼんぼり
洞、百
むかで
足、そして秋
さんま
刀魚、女
おみなえし
郎花、
紫あじさい
陽花、万
おもと
年青などのように、漢字を組み合わせて熟語化し、漢字の
音読みはもとより、日本で添えた一字一字の訓読みとも異なる読み方をする。これは熟語全体で表している意味に合わせ、日本読みさせた「熟字訓」 （和語）と名づけられた熟語（複合語、合成語）でもある。──
　
などと、 漢字の特徴について説明した。ここには他国である 「中
国」で創られた漢字を、大和言葉（日本語）の性質に配慮しながら、自国のものにしようと、如何に多くの心血を注ぎ創意工夫を施して来たかが分かる。それでも何故か 未だに定着しきれずに、試行の途上にあるということが否めない。それは、漢字は中国で創られ 中国読み（音読み）に伴う漢語は中国語であり、 ずれも“外国 だ”とうことである。　
我が国の明治以降は、 「近代化」の名のもとで漢字や漢語という
２０００年来の“外国語”に加えて欧米語を盛んに使うようになっ
た。それというのも、同じく２０００年来の伏流水に等しい「借りもの意識」の噴出であり露呈である。漢語である「近代化」の真意について“批評”するこ もなく、 同じように「進歩 ・ 発展」に託
かこつ
けて「流
行」を装い、虚勢 一途を辿って来た。今や 近代化」 陥穽と思われる「進歩・発展」の成 の果てに至り、体制疲労を指摘され成熟社会と呼ばれながら窮状に喘
あえ
ぐばかりである。その一因が外国語（漢語
や欧米語など）の真意を理解することもなく「タテマエ」として多用し、得意になっているという島国根性にして御為ごかしの風潮を助長し、 、欺瞞にして偽善の蔓延を促して来た、 言っては過言であり妥当を欠くであろうか。これら 要因は、重ねて言うまでもなく永年に亘る「借りもの意識」の反映であ 。借りざるを得なかったの 、漢字だけではないのだが、漢字（真名）をもとに仮名が創られた。その仮名（特に平仮名、 別名に草仮名、 女手とも ）は、 「仮名文字文学」と言われている物語や和歌 随筆などの創作を盛んにした。 例えば、 「平安時代になっ 平仮名ができて 数多く 文章が綴られまし 十世紀初めに書か た『源氏物語』は、その頂点に立つも でした
（注８
（。 」
という指摘の おりである。即ち、大和言葉とも称される日本語は、話し言葉（会話が中心）に基づいているという特徴を証左するかのように、仮名文字の多用 よって創作を推進させた である。従っ 、漢字の渡来、移入によって漢字のもつ発音（読み方）や意味 勘案して書
、
いたのである。全部漢字を用いた「白文」 、 あるいは「万葉仮名」 、
そし 「仮名文字文」や「漢字仮名混じり文」へと創意工夫を重ねな
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がら今日に至ったということである。　「漢字仮名混じり文」 のなかでも漢語に、 漢語そのものの 「読み仮名」ではなく、わざと訓読みの「意味仮名」と呼ばれる「振り仮名」を添えて読ませるという表現方法を生み出し、今も猶その恩恵に与
あずか
って
いる。だから山口仲美も、 「例えば、 『生業』 『同胞』 『寿命』 。現代なら、『セイギョウ』 『ドウホウ』 『ジュミョウ』と音読みしますね。ところが『雨
うげつものがたり
月物語』では、順次『なりはひ』 『はらから』 『ことぶき』と振
り仮名をつけています。ちょっと古めかしい和語で読ませる。振り仮名は、単に読み誤りを防ぐためにあるのではな んですね。本文にある漢字と複合して新たな効果を生み出すためのものです
（注９
（。 」という説
明を、 「重層効果を持つ表記」の章にて書いている。　
漢字は中国読み（音読み）と、日本読み（訓読み）によって漢語と
和語とに分け のだが 熟語によっ は正音読 や正訓読みに加え、湯桶読み（訓・音の順）や重箱読み（音・訓 順）と呼ばれる組み合わせもあり、 単純に漢語や和語に分けられ 「和漢混淆語」もあその使用に たっては、いずれも漢字の輸入や導入に伴い文字の特徴を勘案し、その咀嚼や消化 努め、創意工夫 重ね、実践して来た過程について想起したものである。今日 読み方や使い方はもとより、字体に至るまで先人たちの英知や苦心の賜に等しい“古典の力”を忘れてはならない。　
やがて、この永年の努力は、明治維新を契機に新たな試みを生む。
それは「日本の近代のはじまりは、一九世紀末から二〇世紀はじめ
かけて『言文一致』と呼ばれる言語運動が大きな高まりを見せ、二葉亭四迷や山田美妙が、 『言文一致』文体で小説を書き始めた。この運動は、漢文 文語体では 読書生活に参加できなかった人たちを、新たに読者層に加えることによって、日本語共同 を堅固で豊かな言語共同体 つくりあげようという試みの一つであった
（（
（注
。 」という「言文
一致の運動」があった。 「言文一致」とは 今でも「話すように書けばいいから」と言われることがあるように、話し言葉をそのまま書けばいいと う「言文一致」を可能にしたのが、一字一音（一字に一つの読み）と う仮名文字なのである。この仮名文字だけで話すよう書けば文字数が多くなり、しかも意味を読み取りにくくなるという表記上の難点を持って る。この難点を少しでも軽減するために 、どうしても漢字 使用に依存せざるを得 い。だ ら 試みは、かえって漢字の表意性を認識させ、漢字の多用に拍車をかけることになった。なかでも「話すように書けない 政治や経済、科学、医学、法律 どの分野、あるいは文物の名称などは 特に音読みの漢字、即ち漢語の多用を余儀なくされて来た。漢字 特に漢語の多用は、 「話すように書く」という「言文一致」 試みを可能にした、正直な心情表現を主 した「仮名文字文学」とは異なる ぜならば漢字に対する価値観に伴い、学力や教養が問われているとばか に知的に言葉を選ぶという作業のなので、漢字そ ものだけでは く意識的に「 語」 高度な能力が求められるようになったのである。つまり漢字、 特に 語 読み書きできるという「高度な能力」
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こそが文明開化の一翼を担い、近代化に貢献し得る人材だとして大いに奨励されて来たのである。それでも漢字の読み書き能力が学識や学力の高低、教養の有無に至るまでの尺度に用いられるという借りもの意識を反映した虚構なのである。その虚勢に心血を注ぐかのように、漢語に加えて「欧米の外来語（外国語） 」の多用 及んでいことである。だから、今も猶そ 価値観に固執し、理解に欠けた「欧米の外来語（漢語も含めて） 」を口にする虚栄心や利己心などの増殖にとどまらず、 打算的な御為ごかしや言葉だけの絵空事などが蔓延し、その弊害に喘ぎながら、それらの氾濫に苦慮し続けているという逆説的な状況 陥っているということではな ろうか。これが進歩的 社会であり、経済的な先進国の末期症状 ある、などと言っては皮肉に聞こえるだろうか。 そこで皮肉な状況につい 考察を続け批評したい
五、 「政策」を反映した擬
もど
き文化
　　　　　
   ──
 それでも〝言葉〟は生きている
　「文明開化」や「近代化」はもとより、民主主義も民主化も漢語にして日本語（大和言葉、和語）ではない。いずれも欧米からの外来語
（外国語）を翻訳した言葉（熟語）である。だから適切に訳されたか、意味を適切に表しているか、などと問われることがあって 当然なのだが、ここでは問わない。ただ これらの漢語を含めた外来語（外国語）は、その目的を鑑みタテマエを意識して用いられることが多い。使用頻度の多い漢語を含めた外来語（外国語）ならいざ知らず、無意
識のうちにホンネとして用いることはない。いや、用いられないのである。なぜならば、それらの漢語を含む外来語（外国語）は、自らの血肉や心情を育てて来た言葉ではな からである。つまり自らの肌合いや気立てに合わないのである。だから無意識に、無邪気に好き嫌や善し悪しなどを述べるときは いたずらに漢語を含む外来語（外国語）を使わない。学識や教養を問われ ような機会（場面 目的）は意識して言葉を選択するので漢語を含む外来語（外国 ）を多用するということである。だから、言葉はそ 土地の風土や気候はもとより、風俗習慣によって育てられ、血肉と同様に気質や心情を包んでいるというこ である。 「性
　
相近し、習
　
相遠し」 （ 『論語』陽貨篇）
であり、 「習い性と成る」 （ 『書経』太甲篇）ということである。このように多くの人が指摘していることでもある。さらに、 田中克彦は 『漢字が日本語をほろぼす』のなかで、　
　
日本の近代は、ラテン語にあたる漢文・漢字を禁ずるどころか、
明治時代は、せっかくはじまっていた「民族のことば」 、すなわちヤマトのことばを見捨てて、ひたすら漢字によって近代の諸制度が必要とする概念をとり入れ、漢字を得意気にふりまわす官僚、時には学者を育てて日本 支配した。この結果何が生じたか、漢字・漢文を知る とそれを知らない者との間に深いみぞを設け、近代的な日本語共同体の造成に、永遠の分断のタネを植え込んだのである。
　
　
そこから生じたのは、民衆が日本語共同体の主人ではなく、官僚
とりわけ官僚学者・御用文化人が、自らの学識を見せびらかせ 、
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外国語・外国の文字＝漢字の知識を絶対として自らの地位を確保した上で、権力の高みから民衆を見くだし、くや かったら登っておいでおい と見せびらかす型の文化・教養様式を作っ しまった。今日の大学受験制度も、基本的にはこうした気風を引きついでいる
（（
（注
。
　
という見識を述べて る。きっと共感する人は多いのではなかろう
か。　
漢字・漢語をはじめ、欧米語も含む外来語（外国語）の 用は、借
りもの意識を内部化しようと考案された戦略や制度に迎合して来た結果であり、 「近代的」な教育の成果であると言っては妥当を欠くであろうか。従って、いくら漢字の読み書きが出来て、漢語や欧米語を多用しても、漢字や漢語に加えて欧米語 真意を理解したうえで用いているのではなく、学識 高低や教養の有無に拘泥する体面 面子（メンツ） 、面目上のタテマエにして「恥の意識」 起因 対処法だということである。今や 「借りもの意識」 から 「恥 意識」 を超えて、 「恥も外聞もない」 「恥を捨つ」としたものか、 「臭いもの身知らず」での上塗り」のように漢字 ・ 漢語という二千年来の外来語にとどまらず、多用される欧米語を見聞しながら困惑を覚え り理解に苦しんだり、疑問を感じたりするは「外国語」に疎い私だけであろうか。　
こうした状況を生み出したのは、 「借りもの意識」や「恥の意識」に
閉鎖的な島国根性を加えた自虐的な「近代化」 具現であり、混沌を来す文明の必然的な事象である。なぜ らば、日本 明治維新以降だ
という「近代化」 （私は嘉永六年〈一八五三〉のペリー来航以来と考える）にしろ、人類有史以来の「文明」にしろ、ひとりの人間が社会や歴史をつくって来たのではなく、大勢の人間が何代かに亘って「近代化」を受け入れ、政策に参加し制度に追従して来たのである。それでも一人ひとりの生
、
き方によって社会や歴史がつくられて来たという
ことに間違いはない。　
明治維新から一四〇年余りを経た「近代化」をして、生活の豊かさ
を追及する 共に人間が豊かになったであろうか。これまでの「近代化」からして、変化 富む社会が目的なのか、進歩や発展、開発を促し、追求させることが近代教育の倫理であり哲学なのであろうか。むしろ退屈させない代わりに永久に豊かになれ いという仮想の社会に陥っているのでは かろうか。だから、学校教育にしろ 治 しろ、言葉の理解に努めないで漢字や漢語に加え、欧米語を多用し高尚に見えるだけ 難 な学習指導要領に従って教育し マニフェクトや論文などを書いても、○○保安委員会や△△予知連絡会 □□審議会などの諮問機関があっても、例年に 異常気象だ、いじめを無くすには社会 協力が大切 、などと指摘したり見解を述べたりするだけで、地震や津波はもとより、豪雨や土砂崩れ、噴火、竜巻、突風、豪雪どの自然現象に伴う予知も保安 そして救済もない。人為的ないじめや虐待、詐欺、偽装などによる犠牲者や被害者が発生 ら その関係者や担当者が「恥を知る」でもなく 「今後二度と起こらないように対策を強化します」などと「自然」や「人為」 現象 抑止出
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来るかのような決まり文句を発表する。あるいは記者会見し言い訳や解説を加える。その席での詳細な解説を聞くたびに、むしろ自然の生態や人間の本質を探究し、そ 必然 承知 ことが未然の防止策であろうという感想を抱く。かの老子は、 「夫
そ
れ物の芸
うんうん
芸たる、各々其
の根に復帰す。根に帰る 静と曰
い
い、これを命に復すと謂
い
う。命に復
するを常
じょう
と曰い、常を知るを明
めい
と曰い、常を知らざれば、妄
もうさ
作して凶
なり
（（
（注
。 」と言って「落葉帰根」の必然を説き、荘子もまた、 「其の奈
いかん
何
ともすべからざるを知りて、これに安んじて若
したが
うは徳の至りなり
（（
（注
。 」
など 言って「自然法爾」や「無為自然」 「運命随順」の尊厳を説いている。こうした先師の達観を承知しながら、長い学歴を礎にした専門家や学識経験者たちによる保安や予 も出来ず さらには教養があるという学者先生 呼ばれる人たちも加わって「検討 し、 「熟議」を経た「合理的」にして「科学的」 「客観的」な提言通りにな いのは、どうしてなのかという疑問を抱いてしま のだが愚問であろか。　
そこで「下手の考え休むに似たり」ではないけれども、私なりに考
えてみた。前述した通り、漢字や漢語に加え欧米語 多用する要因や混乱は、読み書きに勝れた「高度 学力」を つと見なされてい 専門家や学識経験者、学者先生、官僚などと称される人々の かには漢字や漢語、欧米語に含まれている「意味」を正しく、か 充分に理解していないために生じる自明の虚勢であ 反映された結果 のだということであろう。つまり、 分 心情を含め、自分の理解したこ
を適切に表現したり、伝達したりすべく言語の機能や役割を十分に果たしていないということである。言葉の真意を十分に理解していない人が、たくさんの単語を知 たくさんの文字が書けても言葉の性質や機能を生かせないということである。だから「外発的な近代化
（（（
（注
」に
目覚め、欧米化の模倣に躍起となって勤しみ、追いつけ追い越せとばかりに続けて一四〇有余年。この間に数回もの対外戦争を繰り返し、自国民に限らず合わせて数百万人以上もの戦死傷者を数え、国の内外に多大な被害をもたらし、 「真に遺憾」にして「痛恨の念」を禁じ得ない。日々、多くの人々が衷心より「哀悼の意」を捧げ続けるのはもとより、隣国と喧噪（騒）が絶えないという精神的な遠因や独善的な「近代化遺産」を忘れてはならない。　
我が国は、かつては仏教の興隆（飛鳥文化）を図り、隋唐制度の輸
入により大化の改新（六四五年）を果たした。以降も多種多様な外来文化の自国化に努めて来た。やがて一八六八年の明治維新以降は、 「近代化」の名のもとで欧米の文物を、中央集権化され 官僚や学者と称する人々が、 「変電所」や「変圧器」のよう 漢字 漢語に翻訳して取り入れ、普及させるこ 夢中になって来た。それでい 翻訳された名称、用いられた漢字や漢語は、文物によって文物の性質 特徴捉え ものではなく、単なる記号に等しい「意味合い」の方が強 ものもある。だから「近代化」をはじめ、民主主義の基本的 理念だという〝自由・平等・博愛〟にしろ 議会、学校 政策、哲学 道徳、社会など 漢字を伴う漢語が多用され がらも 言葉の意味通りに実
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施され、 かつ展開されていないので、 その効果も低く歪みの元凶となっている。例えば、多くの学校で「個人の自由を尊重しよう」 「個性に応じたゆとり教育」などという目標を掲げ、教員免許を取得している専門家が、 「検定済教科書」に基づいて教材研究し、指導や助言を重ねながらも 「いじめ」 が絶えない はなぜなのであろうか。これは 「社会」問題の一端に過ぎないが 漢語である「近代化」 、そして進歩、発展、便利、合理化（的、性） 、開発、自由、平等、博愛、教育 教科書、教員、免許などの真意について検討もせず 理解し ままに欧米列強だという「先進国」に追従したり模倣したりして来た社会的な政策の遊離や乖離であり、迎合せざるを得ない民衆の受難である。これはまた、未来に対する無責任な「政策」である、という が私の批評である。政策は言葉の意味を理解することが先決なのである。　「近代化」は文明の一部なのだから、ひとりの人生と同じように変化を伴いながら、いずれ死という永遠の時、繰り返され 生の終焉を迎える他は い。人生はドラマにしてロマン（仏語。長編物語）に喩えられるけれども、 「死
しご
期は序
ついで
を待たず。死は前より来たらず。か
ねて後ろに迫れり。 」 （吉田兼好『徒然草』第百五十五段）とのこ であるから、 「存命の喜び、 日々に楽しまざらむや。 」 （同前、 第九十三段）という気立 や必然に適った政（まつりごと） 、即ち「政策」が望ましいので 。それは死という永遠を「後ろに」して生き急ぐ必要はないと うことでもある。だから漢字や漢語に加え、欧米語が多用され、曖昧な意味に包まれた「お堅い」文章を読むよりも 訓読み（大
和言葉、和語）の漢字が多く含まれている和文体（古語の意味については研究し 理解する必要 ある）の物語や詩歌などの文芸に親しみを覚え、古典を粗末にしてはならないというのが、 「近代化」政策の途上に生きる私の見解である
（（
（注
。
六、 〝うたう〟ための言葉　　　　　　
───
 表現・伝達・理解のために
　
人は「雀の千声、鶴のひと声」 「蛍二十日に蝉三日」などと、古代
より風景を眺め、自然の生態を見つめながらうたって来た。 『万葉集』のなかには、 「大和には
　
群山あれど
　
取りよろふ
　
天の香具山
　
登
り立ち
　
国見をすれば
　
国原は
　
煙り立ち立つ
　
海原は
　
鴎立ち立つ
　
うまし国ぞ
　
蜻あきつ
蛉島
　
大和の国 」 （巻一の二）と、時の政（まつ
りごと）を担い、治世を司っていた舒明天皇が詠ったという「眺めうた」であり、 「国
くにぼめ
讃のうた」である。風景を眺めるということは、
永年に亘って積み重ねて来た表象や現象を補い、潜在的な歴史を想起したり風景と対話したり、そしてうたったりする言語行動であ 。そのうたを定型化したり文字化したりして収録したものが『万葉集』をはじめ、後世の各歌集である。その『歌集』づくりを可能にしたのが意字、 または表意文字と言われている漢字の渡来 その受容であった。そこで「文字 ない日本に漢字が入ってきて、 古代人は日本語の音に、どんどん漢 をあてるようになった。そのおかげでひらがなやカタカナが生まれ、私たちの祖先は記録することができ ようになったので
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すが、その一方、時が経つにつれて日本語の意味が漢字の意味にとって代わられていくものも出てきました
（（
（注
。 」という副作用を生み出した。
例えば、 「 『咲く』 『酒』 『岬』が根っこは同じだと気づかない理由のひとつに、現 人 日本語を音やひらがなではなく、漢字で理解するのがあたり前になっていると う現実があります。 」ということである。確かに「日本語 は同音異義語が多く、説明する時などは をあてないとわかりにくい。ところが、漢字はそれ自体に明確 意味があるため、あて字として使用されると本来 意味から離れてしまいます
（（
（注
。 」という日本語（大和言葉）と漢字の相剋や葛藤、あるいは乖離
の無理解が、漢字、特 漢語 加 欧米語を多用したがるという外そとづら
面やタテマエを重視する政治、御為ごかしの政策、綺麗事や絵空事
を並べて取り組む教育などによって生まれる歪みの要因なのだということ 重ね 指摘したい。だから、中西進の「漢字か 日本語 意味を考えるのをやめて、ひらがなでじっくり考えるようにしたいも です
（（
（注
。 」という自戒を込めた提案に共感を覚えるのだが如何であろうか。
　
そこで聞き取りやすい音声に包まれた、 「ひらがなでじっくり考え
る」 ための実践として、 四季 移ろいと共に彩 れる風景を眺めて 〝うたう〟 （詠う、歌う、唱う）ことを提唱したい
（（
（注
。すでに先師によって
うたわれた〝うた〟を たお と、自らの〝う 〟をうたおう もかまわない。両者を含 て〝 う〟ことを勧めたい。日常生活のなで眺められる風景とは、四季おりおりの自然だけではなく 人事や事象、事触れなども含めて う〟こ である。 「眺 る」 う言
語行動は、ゆっくり歩き、そして見渡す、静かにたたずむなどの、素朴な路上教授の典型であり、考現学の一環である。う う──
　
これ
は短詩型という俳句や短歌に限らない。世に「長恨歌
（（
（注
」もあるが、短
詩型に収まらな 。創作を試み、自作の経験を有する人には自明のことであろうが、うた たい主題を念頭にして色々な言葉を加えては削り、加えては削るという熟慮や推敲 繰り返す。主題に惹かれ、執着しながら多様な語句を案じ り、趣向 凝らしたりしながら内容も形式も自足し自得させ、遂に完成する 〝うたう〟という過程を経て創作された〝うた〟こそが 何よりも正直な心の流露でありホンネの絶唱である。心情と言葉が融合し合って練り上げられるという手作りの極致であり、珠玉の一
ひとしずく
滴に喩えられるであろう。
　
そこには漢字、ましてや漢語の識字力や欧米語の語彙力を誇示しよ
う、などという卑屈な虚栄心や自尊心は働かない。つまり、タテマエや外
そとづら
面、御為ごかしなどを意識することはない。私は将来の官僚や各
種の役人、専門家、学識経験者などを育てる学校教育においてこそ幼少期から自然と交感する機会を増やし、移ろう季節の風景を眺めながら“うたう”とい 路上教授の拡充 訴え い。教室のなかで高品質、高性能、多機能だという最新の 器 用いて覚えさせる座学講義よりも遙かに副作用や歪みの少ない教育効果が期待できると思うのだがどうだろう。 〝 〟ということは、自然や現実を教材とした教育方法の一つであり、学問の実践である。その 問とは「道を学ぶ」ことであり、その道とは「人に勝
まさ
らん事を思はば、ただ学問して、そ
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の智を人にまさらんと思ふべし。道を学ぶとならば、善に誇らず、輩ともがら
に争ふべからずといふ事を知るべき故
ゆえ
なり。 」 （ 『徒然草』 一三〇段）
のように体得させることである。だから、その学問は時世時節におもねることなく、 「まづ人 して、 人の道はいかなるものぞといふことをしらで有べきにあ ず。学問の志なき者は論のかぎりにあらず
（（
（注
」と本
居宣長の経験からしても普遍的な教学 こ ような先師の教示にも関わらず、学問 教育の違いを理解せずに 安易に混同し為
し
たり
ふりをして用い れ が数々の弊害や不具合、歪み 一因に っている。そこで長 間学校に通っ 、自由 個性の確立、人権の尊重に託
かこつ
け、 「本当の自分を見つけたい」 「自分探しの旅をしたい」など
というモラトリアム（猶予期 ）人間の温床となり、学級崩壊や陰湿ないじめ、登校拒否などの歪みを生み出している。これらの原因もまた、教育 言葉の真意について考察も熟議も重ねないで 時の官僚か、専門家か、学識経験者かが翻訳した漢語を、高尚 かつ威厳ある言葉だとして用 同じく欧米列強の制度を「借り の意識」のまま受け入れ タテマエや絵空事で包装したような教育、いや教習による帰結であり、大衆迎合主義（ポピュリズム） 蔓延 助長しているように思われ のだがどうだろうか。だから 、これまでの 近代的」にして「民主的」な学校教育を長い間に亘って受け と う いわゆる高学歴の 政治家や官僚 私利私欲のために賄賂 手にし、司法に携わ 者が法を犯し、大企業の幹部が社会倫理を破 世に『賢い』とい れ 人々の醜聞こそが、教育の価値 堕落させている。加
えて、品性のない教師や、教養を欠いた親が、子どもたちに何を教えるというのだろう
（（
（注
。 」という批評を読み、正鵠をついていると思うの
だがどうだろう。　
私は、こうした「醜聞」の根絶や払拭のためにも、教育の教材とし
て先師や古人たちが詠
うた
ったという和歌（短歌、俳句に限らない）を
はじめ、古典（洗練されたもの）と称される物語（書物に限らない格言や諺なども）に加え、 「近代化」一四〇年余りのなかでうたい継がれてきた童謡や唱歌、民謡 遊び歌などを口ず むとともに、自らが教室を離れて〝うたう〟という青空教室や移動教室、野外実習、海浜学校、農山村留学、都市都会留学などに伴う路上教授の場や機会を増やし、四季折折の自然を介して情操を養い、人との関わり なかで教養を育むことが望ましいのではないか 願って る。 ──
　
こうして、
私もまた多くの言葉を用い並べたのだが、言葉の真意をどれほど理解し、どのように伝わり どのように理解されるのか、 ずれも心許ない。それで 多くの人々は、言葉 真意につい 検討し り熟議を重ねたりしながら理解 深め
（（
（注
、 適切な使い方によって人情に篤い政策を
立案し、貴重 教育を授けることになるであろう。人は言葉 意味を理解することが成長であり、人を理解する始まりでもある。だから清廉な愛の言葉に秘められた意味の有難さに導か ながら自我に目覚めるに違いない。言葉を交わすことによって美しさが引き出され魅せられ、そして愛される人 なるのだから。
（ちば
　
みつぎ・高崎経済大学地域政策学部教授）
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注（１） 『内山節のローカリズム原論│新しい共同体をデザインする』 （農文協）一三八頁
以下。 「私は『関係の総和』である」の章を参照した。
（２）ノーベル賞受賞者の野依良治教授は「言葉だけではなく、 他分野のことも学んで、
対話能力を養い、人の輪を広げたい。コンピューターとロボットがあれば、研究ができると思うのは大間違いだ。創造するのは、 いつでも人間だ。 」 と述べていた。平成一四年（二〇〇二年）一〇月二二日（火曜日）付けの「読売新聞」にて。
（３） 「 『近いうち』流行語に？」という見出しを掲げ、 「年末恒例の新語・流行語大賞
の話だ。昨年はトップテンに『どじょう内閣』が入った。 などと報じていた平成二四年（二〇一二年）一〇月二六日（金曜日）付け 「読売新聞」に 。
（４）板坂元『日本語の表情』 （講談社現代新書）のなかの「命令・禁止は漢語」 （六五
頁以下）の章を参照した。
（５） 「小中高いじめ十四万件」 「昨年度の二倍超」 「自治体で把握数に差」などという
大小の見出しを掲げて報じていた。平成二四年（二〇一二年）一一月二三日（金曜日）付けの「読売新聞」にて。
（６）大塚英志・宮台真司の対談集 愚民社会 （太田出版）を参照した。書籍の帯に「近
代への努力を怠ってきたツケが、今この社会を襲って る。 」と書いて る。
（７）國分功一郎『暇と退屈の倫理学』 （朝日出版）のなかで、 「定住は人類をいかんと
もし難い〈能力の過剰〉という条件のなかに放り込んだ。人類はそれをもとにして文化という営みを発展させてきたが、それと同時に絶えざる退屈との戦 をも強いられたのだった。 」 （一三八頁）という見識などに教えられた。
（８）宮腰賢『日本語の難問』 （宝島社新書）一五四頁。（９）山口仲美『日本語の古典』 （岩波新書）一九九頁。（
10）田中克彦『漢字が日本語をほろぼす』 （角川新書）七八頁。
（
11）注
10に同じ。七九頁。
（
12）小川環樹訳注『老子』 （岩波文庫）四三頁。
（
13）金谷治訳注『荘子
　
第一冊』 （岩波文庫）一二一〜一二三頁。
（
14）夏目漱石は「日本の現代の開化は外発的である。 」と述べている。 『漱石全集』 （岩
波書店）第十一巻三三三頁の「現代の開化」と題する講演より引用。
（
15）齋藤孝『古典力』 （岩波新書）のなかで、 「古典を読むための十カ条」 （一〇頁以下）
を掲げ、古今東西の名著を紹介して る。
（
16）中西進『ひらがなでよめばわかる日本語 新潮 〇
（
17）注
16に同じ。四一頁。
（
18）注
17に同じ。
（
19）高崎経済大学附属地域政策研究センター編『観光政策へのアプローチ』 （鷹書房
弓プレス）のなかの小考、 「第一五章“眺め”の文化と観光
││
詩歌をめぐる日
本の旅」 （二六九頁以下）を参照して戴ければ有り難 。
（
20） 「唐の白楽天の作った長編叙事詩。 楊家の娘が玄宗皇帝 寵愛を受けて貴妃となり、
栄耀栄華を極めるが、戦乱で殺され、悲しんだ玄宗がその魂を探し求めるという筋で、全編七言一二〇句から成る。八〇六の作。源氏物語など、わが国の王朝文学に大きな影響 与えた。 」という説明が記されている。 『新村出編
　
広辞苑
　
第
四版』 （岩波書店）一六七六頁。
（
21）本居宣長（村岡典嗣校訂） 『うひやまふみ・鈴屋答問録』 （岩波文庫）二五頁。
（
22）荻野文子『ヘタな人生論より徒然草
││
賢者の知恵が身につく大人の古典』 （河
出文庫）一八八頁。
（
23）平成二五年（二〇一三年）二月一三日（水曜日）の
｢ 読売新聞
｣
は、
｢ 日中の運
転五〇〇キロ上限に
｣｢ 国交省方針
　
高速バス運転手一人で
｣ という見出しを揚げ、
次のように報じていた。 『高速ツアーバスなどの事故防止策を検討している国土交通省は一二日、運転手一人が日中に運転できる距離の上限を五〇〇キロとする方針を固めた。夜間につ ては既に上限四〇〇キロと決めているが、運転手へのアンケート結果を基に これまでは規制の かった日中にも上限を設けることにした。新たな基準は七月末から適用される。国交省は、群馬県の関越自動車道で昨年四月に乗客七人が死亡したバス事故を受け、全国のバス運転手五〇〇〇人 アンケートを実施。連続運転に不安を感じ距離として、
｢ 五〇〇キロ以上
｣
との回答が八〇％を超えた。 』とのことだから
｢
六七〇キロ
｣
の根拠や責任を問いたいのである。
　　　　　
附記
　
本誌『地域政策研究』第十五巻第四号に小考も加えて戴きまして有
り難うございました。関係各位に御礼を申し上げます。
　　　
　
この小考は、塩田咲子先生に永年にわ りお力添いを賜っ 参り
した筆者の、せめてもの感謝の意をお伝えしようとまとめたものでございます。文字通りの小考ですが、それでいて御礼に代えられる何ものもありません で、失礼をも顧みずに、塩田咲子先生の益々の御健勝を祈念申し上げながら捧げる次第であります。
　　　　　　　
　
あの日、塩田先生がフランス留学から帰朝され、有志によるフラン
ス料理を並べての歓迎会（兼 報告会）に同席。丼と箸で育った筆者は、汗ばみながら食べるだけで土産話は上の空。以来、フランスへの憧れがつのり、後年、井の中の蛙に等しい筆者が「あれ パリの灯だ」と夢心地に空を飛び、セーヌ川に架かる“ミラボー橋”（アポリネールの詩の舞台）からエッフェル塔を眺め、橋の上を行ったり来たりしたのですから、塩田先生の土産話が忘れられなかったのです。
　　　　　　　
　
塩田先生
　
長い間お世話になりました。ありがとうございました。

千葉
　
貢
　
謹識
